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編　集　後　記
　

　急速に高齢化が進むわが国では，がんの粗死亡率は男女ともに一貫して上昇傾向にあり，近年では死因の約３割をしめて

います．また，生活習慣や社会環境等の変化に伴い，部位別がん罹患率も大きく変化してきています．そのような複雑な時

代変遷の中，がん対策を着実に推進するために，国および地方公共団体，国民，医療従事者，関係団体等が一体となって対

策に取り組む必要があります．平成２４ 年６月に閣議決定された新しいがん対策推進基本計画で目標値として採用されてい
る「がんの年齢調整死亡率の減少」と「がん検診の受診率の向上」は，次期国民健康作り運動（健康日本２１（第二次））で

も目標として設定され，生活習慣病対策と一体となってまさに国民をあげての取り組み課題となっています．本特集の読者

の多くは，地方公共団体や医療機関，関係諸団体に所属し，さまざまな立場からがん対策を進めるためにリーダーシップを

発揮されている方々だと思います．皆さま方の日々の取り組みに敬意を表すとともに，本特集をご活用いただき，わが国の

がん対策がますます推進されていくことを切に願ってやみません．
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